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気候関連リスクに対する取組の必要性

○ 気候関連リスクは食料のサプライチェーン広範に影響を及ぼす可能性があり、事前の対策が必要です。

国内外での気温上昇や異常気象
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食料のサプライチェーン固有の複雑性
○ 食料のサプライチェーンは自然環境の影響を受けやすく、さらに複雑かつ長いため、気候関連リスクへの
対策を講じるには時間や投資を要します。

出所 農林水産省「食品産業戦略 食品産業の 2020 年代ビジョン」環境省「気候変動影響評価報告書詳細」より作成
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TCFD手引書（入門編)の作成について (2021年6月公表)

○ 「みどりの食料システム戦略」に、TCFD提言に沿った情報開示の推進を位置付け。2021年６月、畜産物、
農産物など業種別に、サプライチェーンの各段階における気候関連リスク・機会に関する重要な課題、事業
インパクトを例示したTCFD手引書(入門編)を作成。
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畜産物×食品製造事業者

水産物×生産・加工事業者

食品事業における気候関連リスクと機会

○ 主要製品×バリューチェーン別にそれぞれの気候関連リスク・機会を例示しています。
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TCFD手引書（実践編)の作成について (2022年９月公表)

○ 気候変動関連の対応策の検討と情報開示について、TCFDで推奨されている開示項目のなかで、難しいと
されるシナリオ分析の進め方について、補足的に解説。
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TCFDシナリオ分析と手引書の関係

○ 入門編を踏まえ、具体的にシナリオ分析から対応策の検討、開示までの過程を実践編でカバー
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（参考）第1章の構成

○ シナリオ別世界観とインパクト評価の進め方やツールの活用方法を解説
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シナリオ別世界観

○ 入門編の産業別リスク・機会を抜粋し、シナリオ別の世界観を整理
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事業インパクト評価①

○ インパクト評価の手順を解説
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事業インパクト評価②

○ 物理的リスクの評価例（洪水被害）
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事業インパクト評価③

○ 物理的リスクの評価例（渇水被害）
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事業インパクト評価④

○ 物理的リスクの評価例（気温上昇）
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事業インパクト評価⑤

○ 物理的リスクのパラメータ一覧
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